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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規等を遵守します。

２ ．事務所での電気使用量及びガソリン使用量、ＬＰガスの使用量を減らし、ＣＯ₂の排出量を削減します。

３ ．事業上の廃棄に関して、分別を積極的に実施することによりリサイクルを推進し、廃棄物を削減します。

４ ．工場から排水する水の汚染、汚濁を防止し、事業所での節水に努め、水の使用量を削減します。

５ ．試験等で使用する資材の化学物質を削減します。

６ ．環境に配慮した梱包を促進します。

７ ．グリーン購入の拡大を推進します。

８ ．この環境方針は全従業員に周知、徹底します。

株式会社　日本アルファ

　当社は、地球規模での環境保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、事
業活動において、環境に配慮した循環型社会の構築に貢献します。

代表取締役社長

制定日：

　

環境経営方針

2022年7月19日



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社日本アルファ
代表取締役社長　太田　慎一

（２） 所在地
本　　　社 三重県三重郡朝日町小向558番14
東日本工場 千葉県茂原市にいはる工業団地6
日本アルファック㈱ 三重県三重郡朝日町小向551番地2

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業部 宮田　直欣 TEL：059-377-2100
担当者 総務部 北住　嘉規 TEL：059-377-5445

（４） 事業内容
住宅設備機器の企画、製造、販売

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
敷地面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 日 ～ 5 月 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社日本アルファ
対象事業所： 本　　　社

東日本工場

日本アルファック㈱

対象外：
活動： 住宅設備機器の企画、製造、販売

58
278.66

本　　　社

17 4 79名
5,350.4㎡4,185.77 885.94

228,840

2022年7月19日

21 20

東日本工場 日本アルファック㈱ 合計



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

部門長
⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

④環境管理責任者を任命する。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

環境管理責任者

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

④環境方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された環境活動計画を確認し承認する。

⑤環境方針の設定・見直し及び従業員への周知を行なう。
⑥代表者による全体の評価と見直しを実施する。

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。
②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。
③法規制等の遵守状況をチェックする。

⑤文書及び記録の管理保管。
⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。
⑨全従業員に対する教育・訓練プログラムを定め、教育・訓練計画表を作成し、これを実行する。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

③法規制等の取りまとめ及び遵守状況チェックリストを作成し、環境管理責任者へ報告する。

①責任範囲の環境目標及び環境活動計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

④環境活動計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

環境事務局

2019年4月1日

宮田

社長 太田

北住

役割・責任・権限
代表者（社長）

　資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。　 　

アルファック

服部啓

総務部

北住

営業部・品質保証

部

宮田

ものづくり部

伊藤弘



□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績 2020年度の数値を基準とする

〇

〇

〇

✕

〇

〇

〇

〇

〇

〇

産業廃棄物の削減

水道水の削減
基準年度比

130,977

11,437

9,574

150%

11,437

88% 150%

kg-CO2 182

原単位 0.053 0.106

100%

200%

2023年

（目標）

2

0% 200% 200%
0.00 12

726
119% 200%

12

200% 200%

46,200

200%

119,358

182

119,358 97,628 119,358

130,977

100%
薬品使用量削減

kg 6 6

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項による）

基準年度比 2020年

2020年 200%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

一般廃棄物の削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

9,574

2 1.22 2
㎥ 363

67,486 130,977 104,468
2020年 150%

7,624 11,437 6,726

726

基準年度比

基準年度比 2020年

9,574 4,147kg 4,787

2020年 200% 87%

kg 23,100 46,200

（実績） （目標）

2022年基準値 2021年

433 726

28,070 46,200

59,679

基準年度比 2020年 200% 164% 200%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

評
価

上段：
下段：

通期

（基準年) （目標）

22,353

二酸化炭素総排出量 74,683

5,158
　産業廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

23,100

2020年

67,557 104,513

0.526

28,070

廃棄物排出量

項　目 2019年

水使用量 340 363 433

4,787 8,336

2021年

基準年度比

0.081 0.106 0.106

原単位 ㎥/千円 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

LPガスによる二酸化炭
素削減

182

基準年度比 2020年 100% 63%

kWh/千円

100%

182 114



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

前年度同様、設定温度を表示し電気使用量削減の取組む

2020年

2021年

LPガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

ヒーターを使用し、ガス使用量削減に取組む

2020年

2021年 7.7 6.0 3.57.2 7.20.7 1.5 3.7

9,973 7,187 6,70911,394 11,799 9,973
17,651

12月
8.3

客先からの評価試験依頼が少なかったこともあり、目標値の63%と
削減目標を達成することができた。来期以降も引き続き維持できる
よう努める。

9.1 2.7
3月 4月 5月

20,645 22,195
8,806 9,046 11,746 9,916 8,033 7,021

13,524 12,370 12,81012,987 16,173 17,391 12,811 9,348

1月 2月

1.6 12.0 1.1

数値目標

3.1 5.4 11.8

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

11.8

〇

17,699

11月

2.5

（冬季22℃±１℃）

数値目標

5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月

○

5.2 3.3
6月 7月 8月 9月 10月

24.8 2.3 1.4

・投込みヒーターを使う

・不用時の消灯 ○
・機械設備・OA機器などのスイッチオフ ○

　
エアコンの温度管理（夏季28℃±１℃） 　

〇 千葉県に三重県の本社より大きな工場を新設した為、基準年の2
倍以内に抑える目標を設定したが、結果として164%に抑えることが
できた。来期以降の稼働状況も考慮しつつ目標値を達成できるよ
う努める。

・空調温度の適正化（冷房２８℃±１℃　暖房22℃±１℃） ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

10,000

20,000

30,000

電力（kWh） 2020年 2021年

0.0

10.0

20.0

30.0

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

ＬＰガス（㎥） 2020年 2021年



自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

タイヤ空気圧チェック表

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

3月1月 2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月 4月 5月

○
○

○

11月 12月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

537

千葉県に三重県の本社より大きな工場を新設した為、基準年の2
倍以内に抑える目標を設定したが、結果として87%に抑えることが
できた。来期以降の稼働状況も考慮しつつ目標値を達成できるよ
う努める。

5月
352 295 378 642 312

420 383 291 332
385

282321 352

221 206
191 247 316 268 226 288 364 214 461
133 177 292 292 286 320 430 210 178

288 191 231
155

10月 11月 12月 1月 2月

社用車が1台増加したものの、目標値の88%と削減目標を達成でき
た為、来期以降も維持できるよう努める。・不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認

・暖機運転・アイドリングストップ

達成状況

〇

・環境に配慮した運送プロセス

6月 7月

・梱包材の再利用 △

達成状況

数値目標 〇
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化

8月6月 7月

8月 9月

数値目標

○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

312 518 317 373 368
360 346 252 324 485

9月 10月

0

200

400

600

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

200

400

600

800

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年



産業廃棄物の削減

取組紹介欄

・素材別ボックスの設置

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

・トイレに擬音装置取り付け

2020年

2021年

1,750 2,730

99 0 76
0 54

3月 4月
0 57 0 64

2月 3月 4月 5月

0 82 0 80 0

6月 7月 9月
53

10月
00 78 0

8月

0 73 0 23
57

千葉県に三重県の本社より大きな工場を新設した為、基準年の2
倍以内に抑える目標を設定したが、結果として119%に抑えることが
できた。来期以降の稼働状況も考慮しつつ目標値を達成できるよ
う努める。

11月 12月 1月 2月 5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2,765 1,820 1,9251,925 2,380
2,030 1,750

11月 12月
2,3801,085 2,3801,820 2,940

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月

千葉県に三重県の本社より大きな工場を新設した為、基準年の2
倍以内に抑える目標を設定したが、結果として122%に抑えることが
できた。来期以降の稼働状況も考慮しつつ目標値を達成できるよ
う努める。

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別ボックスの設置 ○
・リサイクル業者の開拓 ○

達成状況

6月

数値目標 〇

7月 8月 9月 10月

5,390 1,680 1,820 2,030 1,855
1,925 1,820 1,855 1,855 1,820

達成状況

数値目標 〇
・水洗トイレの水使用量を減らす

○
・トイレに擬音装置取り付け ○

〇
・水を流しながらの洗い物はしない

0

50

100

150

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

2,000

4,000

6,000
産業廃棄物（kg） 2020年 2021年



薬品使用量削減

取組紹介欄

グリーン購入の推進

取組紹介欄

グリーンマーク（エコマーク商品の購入）

環境に配慮した生産活動

取組紹介欄

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

達成状況

全体としても今年度は、薬品の使用頻度が少なかったことから、大
幅な削減となったが、この状況は今年度だけと考えられる為、次年
度以降は注視していく。

○

・顧客の需要から、環境配慮商品を増やす × 今年度は環境に配慮した商品を立ち上げることが出来なかった
が、環境に配慮した材料のリストを入手しており、次年度以降で製
品に活用できないか検討していく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・グリーマーク商品の購入 ×

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

後期では購入する商品でグリーン商品に代替できるものがなかっ
たことが大きく起因し全体としても53.7％と目標を達成することがで
きなかった。代替できるものを引き続き探していく。

・使用する有害化学物質を削減する。



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑薬品流出対策訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

社長、伊藤G長、山本GL、藤井課長、谷TL、山本TL、矢田、間宮、水谷、間宮、宮田、矢野
（幸）、矢野（茜）、渡部G長、田中課長、浜口課長、拝郷主任、中谷主任、中村主任、帯刀、
清水、寺本、竹村、前田、北住

容器包装
食品廃棄物

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）廃棄物処理法

適用される法規制

下水道法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2020年5月21日から2021年5月20日の期間に苦情や要望など受付する該当事項はありませんでした。

品質管理　

薬品漏洩時の説明をしてもらったことで、誤ってこぼしてしまったり、体に付着した場合の対処方法を確認
することができた。

2021/9/4

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

洗浄設備
浄化槽法

食品リサイクル法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

容器包装リサイクル法

空気圧縮機

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

除害施設

顧客要求事項

日本アルファ



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

　空きダンボール、使用済用紙（シュレッダー）等に付いては、リサイクル業者に引き取って貰っているが、
　使用済及び成形不良品の樹脂部材に付いては、中国（東南アジア）への輸出が難しくなり、現在は産業廃棄物として全て廃棄しており、
　材質別に区分けすれば、リサイクル材料として活用出来るのにと、日々残念に思います。

2022年7月15日
・全世界的レベルでのパンデミックである新型コロナウイルスの蔓延が、2020年の年明け以降約2年間が経過したが、一向に収
まる気配がなく、その予防対策の一つとして、エアコン（冷暖房）を使用した状態で、年間（真夏～真冬）を通じて、全ての外窓を1
日中、換気目的で10ｃｍ以上開放している。
特に生産現場では、製造時の製品に与える影響から、環境温度を25℃±3℃に保つ必要があり、引き続きこの1年間は空調使
用の不効率な状態が続いており、その関係で電力消費に付いては、やむ得ない環境下とは云え、地球環境保全の観点からみ
れば悪影響と云える。
・新型コロナウイルスに付いては、今後も共生していく方向と思われる為、引き続き社員とその家族の安全を最優先に捉え、同
時に効率的な対策を講じていく。
尚、弊社を取り巻く国内の住宅設備機器関連事業に付いては、新型コロナウイルスの影響は比較的軽微であり、自社の生産設
備の自動化を更に推進し、より効率の良い仕入れ～生産～販売へと繋げてトータルでは、より良い環境経営が出来る様努めて
まいります。

環境活動 №
環境活動 №


